
 

 
 
 

№４２１ ２０１４年８月３日  
 

 連絡先      

  橋爪 法一 090-5392-1961 (吉川区代石) 
  上野 公悦 090-7260-9407 (頸城区中柳町) 
  平良木哲也 090-1808-6919 (上中田) 

議会だよりの愛称は｢かけはし｣に 
 議会各派代表者会議は7月22日、上越市議会発行の議会だよりの愛

称を「かけはし」に決めました。 

 愛称については市議会の広報広聴委員会が中心になって検討し、市

民から愛称を募っていました。最後は市民から寄せられたもののなか

から議員の投票によって多数を獲得した案が愛称に採用されました。 

 議員の投票は各議員が2つずつ選ぶ形で進められました。その結

果、「かけはし」が21票で最多得票、第2位は「かがやき」の11

票、第3位は「前へ」でした。  

 「かけはし」を提案された市民からは、「市議会

だよりは市民と議会のかけはしになってほしい」

「議会や議会だよりが市民と市政をつなぐ架け橋

に」などの声が寄せられています。 

 市議会総務常任委員会は7月15日、

行政視察で高知市を訪れ、同市の避難

計画などを学びました。（右から2人目

が上野議員） 

 同市では南海巨大地震などを想定

し、小学校区ごとに地域防災組織が津

波避難計画書を策定しているほか、内

閣府が示した津波浸水の予測時間や浸

水の方向などを考慮し、津波からの避

難場所、避難ビルを設定しています。 

 写真は高知市桂浜近くにある種崎公

園津波避難タワーです。総工費1億3千

万円。600人収容できます。2階部分も

利用できれば900人ということになり

ます。 

 この視察で学んだことは22日に行わ

れた総務常任委員会所管事務調査でも

取り上げられ、活かされました。  

 

 

四
季
折
々
の
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
本
市

は
、
多
く
の
日
本
酒
の
酒
蔵
や
ワ
イ
ナ
リ
ー
が

存
す
る
酒
造
り
が
盛
ん
な
ま
ち
で
あ
る
。 

 

伝
統
あ
る
頸
城
杜
氏
の
磨
か
れ
た
技
で
醸
し

出
さ
れ
た
日
本
酒
や
、
歳
月
の
重
み
が
生
み
だ

す
品
格
の
あ
る
ワ
イ
ン
な
ど
、
市
内
で
製
造
さ

れ
る
酒
類
（
以
下
「
地
酒
」
と
い
う
。
）
の
品

質
の
高
さ
は
郷
土
の
自
慢
で
あ
る
。 

 

地
酒
に
よ
る
乾
杯
の
習
慣
を
広
め
る
こ
と

は
、
地
酒
の
消
費
拡
大
や
地
産
地
消
の
推
進
を

図
る
と
と
も
に
、
伝
統
産
業
を
守
り
、
地
域
資

源
の
掘
り
起
こ
し
と
情
報
発
信
等
に
よ
り
地
域

の
活
性
化
に
つ
な
が
り
、
上
越
市
を
元
気
に
す

る
。 

 

よ
っ
て
、
こ
こ
に
上
越
市
地
酒
で
乾
杯
を
推

進
す
る
条
例
を
制
定
す
る
。 

（
目
的
） 

第
１
条 

こ
の
条
例
は
、
本
市
の
伝
統
産
品
で

あ
る
地
酒
に
よ
る
乾
杯
の
習
慣
を
広
め

る
こ
と
に
よ
り
、
郷
土
愛
の
醸
成
を
図

り
、
も
っ
て
地
酒
に
よ
る
乾
杯
の
普
及

を
通
じ
た
伝
統
文
化
へ
の
理
解
の
促
進

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

（
市
の
役
割
） 

第
２
条 

市
は
、
地
酒
に
よ
る
乾
杯
の
普
及
に

取
り
組
む
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

（
事
業
者
の
役
割
） 

第
３
条 

地
酒
を
製
造
す
る
事
業
者
は
、
地
酒

に
よ
る
乾
杯
の
普
及
に
主
体
的
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
市
及
び
地
酒
を
販
売

し
、
又
は
提
供
す
る
事
業
者
と
相
互
に

協
力
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

（
市
民
の
協
力
） 

第
４
条 

市
民
は
、
市
及
び
地
酒
を
製
造
す
る

事
業
者
が
行
う
地
酒
に
よ
る
乾
杯
の
普

及
に
関
す
る
取
組
に
協
力
す
る
よ
う
努

め
る
も
の
と
す
る
。 

（
嗜
好
等
へ
の
配
慮
） 

第
５
条 

市
、
事
業
者
及
び
市
民
は
、
こ
の
条

例
の
施
行
に
当
た
り
、
地
酒
に
対
す
る

個
人
の
嗜
好
及
び
飲
酒
に
対
す
る
個
人

の
意
思
を
尊
重
す
る
よ
う
配
慮
す
る
も

の
と
す
る
。 

 
 
 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
平
成
26
年 

 

月 
 

日
か

ら
施
行
す
る
。  

 

上
越
市
議
会
で
は
、
文
教
経
済
常
任
委
員
会

の
場
で
、
「
上
越
市
地
酒
で
乾
杯
を
推
進
す
る

条
例(

案)

」
作
り
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

今
後
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
で
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
最
終
案
を

ま
と
め
、
議
会
に
上
程
し
て
い
く
予
定
で
す
。 

 

日
本
共
産
党
議
員
団
で
も
、
皆
さ
ん
の
声
を

お
聴
き
し
な
が
ら
議
論
に
参
加
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
意
見
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。
左
記
の
案
は
現
段
階
の
も
の
で

す
。 

上
越
市
地
酒
で
乾
杯
を
推
進
す
る
条
例
（
案
） 


